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本
年
度
第
３
回
目
の
全
体
研
修

会
は
「
市
民
後
見
人
制
度
」「
市

民
後
見
人
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
東

京
大
学
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン

タ
ー　

市
民
後
見
研
究
実
証
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
特
任
助
教
授　

宮
内

幸
次
氏
を
お
招
き
し
、
ご
講
義
い

た
だ
い
た
。

　

成
年
後
見
人
制
度
の
本
質
や
目

的
、
申
請
方
法
や
形
態
等
の
説
明

や
具
体
例
を
挙
げ
て
の
後
見
人
の

仕
事
や
報
酬
等
の
内
容
と
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
注
意
す
べ
き
点
等

を
、
わ
か
り
や
す
く
ご
説
明
い
た

だ
い
た
。

　

認
知
症
等
に
よ
り
、
判
断
不
十

分
に
な
っ
た
ら
本
人
の
財
産
や
権

利
を
擁
護
す
る
た
め
に
作
ら
れ
て

い
る
制
度
だ
が
、
誰
が
後
見
人
に

な
る
の
か
に
よ
っ
て
方
法
が
大
き

く
変
わ
っ
て
く
る
。
任
意
後
見
人

と
法
廷
後
見
人
と
の
違
い
や
法
廷

後
見
人
は
弁
護
士
や
司
法
書
士
等

の
法
律
の
専
門
家
が
行
う
こ
と
が

平
成
24
年
度　
第
３
回
全
体
研
修
会

　
「
市
民
後
見
人
制
度
」「
市
民
後
見
人
活
動
」
に
つ
い
て

開
催
日
時　

平
成
24
年
９
月
15
日
（
土
）　

13
時
30
分
～
16
時
50
分

開
催
場
所　

さ
い
た
ま
市
プ
ラ
ザ
ウ
エ
ス
ト
（
視
聴
覚
室
）

多
い
が
、
契
約
通
り
の
仕
事
を
き

ち
ん
と
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も

あ
る
た
め
、
対
処
法
と
し
て
代
理

項
目
を
確
認
し
、
任
意
後
見
監
督

人
が
つ
い
て
い
れ
ば
監
督
人
に
、

い
な
け
れ
ば
家
裁
に
伝
え
る
べ
き

で
あ
る
と
の
こ
と
。
成
年
後
見
人

の
必
要
な
人
達
に
携
わ
っ
て
い
る

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
も
き
ち
ん
と

制
度
を
知
っ
て
も
ら
い
、
悪
徳
的

な
後
見
人
か
ら
利
用
者
を
守
っ
て

ほ
し
い
と
の
話
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

家
族
や
法
律
の
専
門
家
だ
け
で

は
な
く
、
医
療
や
不
動
産
、
介
護
、

相
続
、
経
営
等
の
専
門
家
を
集
め

て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
、
市
民
後

見
人
活
動
を
行
っ
て
い
る
市
民
後

見
セ
ン
タ
ー
さ
い
た
ま　

理
事
長
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く
、
単
語
を
書
き
入
れ
て

い
く
こ
と
、
④
文
字
は
中

心
に
行
く
ほ
ど
大
き
い
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

平
成
24
年
度　
第
４
回
全
体
研
修
会　

　

初
め
て
の
「
見
え
る
事
例
検
討
会
」

　

〜
ケ
ア
プ
ラ
ン
が
変
わ
る
！
見
え
検
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
事
例
の
読
み
解
き
方
〜

開
催
日
時　

平
成
24
年
11
月
30
日
（
金
）　

18
時
30
分
～
20
時
30
分

開
催
場
所　

浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

第
13
会
議
室

　

今
回
は
、
講
師
と
し
て
市

立
伊
東
市
民
病
院　

臨
床

研
修
セ
ン
タ
ー
長
の
八
森

淳
氏
と
、
社
会
福
祉
士
と

し
て
フ
リ
ー
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
大
友
路
子
氏
を
お

招
き
し
、
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ

を
活
用
し
た
事
例
検
討
に

つ
い
て
勉
強
し
た
。

　

マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
と
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
教
育
学
者
ト

ニ
ー
・
ブ
ザ
ン
に
よ
っ
て
開

発
さ
れ
た
思
考
ツ
ー
ル
の

こ
と
で
、
こ
れ
を
医
療
や
福

医
療
に
関
す
る
契
約
等
を
行
っ
て
い
る
、
父

親
が
無
く
な
り
、
本
人
に
判
断
能
力
不
十
分

と
な
っ
た
ら
、
後
見
人
に
な
る
例
や
テ
ナ
ン

ト
所
有
の
独
居
軽
度
認
知
症
の
方
へ
の
、
あ

ん
し
ん
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
で
の
買
い
物
同

行
・
話
し
相
手
や
短
期
入
所
の
契
約
、
任
意

後
見
契
約
の
後
に
有
料
老
人
ホ
ー
ム
入
所

の
支
援
、
遺
言
書
作
成
や
終
末
医
療
に
関
す

る
契
約
や
お
墓
探
し
、
一
時
帰
宅
等
の
身
の

回
り
の
こ
と
や
ビ
ル
・
テ
ナ
ン
ト
、
預
貯
金
、

印
鑑
、
権
利
書
等
の
財
産
管
理
も
行
っ
て
い

る
と
の
こ
と
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
中
の
チ
ー
ム
と
地
域
の

支
援
者
や
個
人
の
血
縁
者
等
と
の
連
携
で

の
後
見
活
動
は
、
可
視
化
さ
れ
て
お
り
、

安
心
で
き
る
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。
先

出
の
宮
内
氏
は
市
民
後
見
人
を
育
て
る
目

的
で
、
東
京
大
学
市
民
後
見
人
養
成
講
座

を
行
っ
て
お
り
、
中
田
氏
も
講
座
履
修
し
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
た
と
の
話
も
あ
っ
た
。

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
権
利

擁
護
に
つ
い
て
、
市
内
の
某
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
お
話
し
い
た
だ
い
た
。
相
談

例
と
し
て
認
知
症
の
夫
名
義
の
自
宅
を
売
却

し
た
く
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
申
し
込
ん
だ

ら
、
後
見
人
を
立
て
る
よ
う
に
い
わ
れ
た
、

前
任
の
ケ
ア
マ
ネ
が
家
族
の
い
な
い
利
用
者

の
金
銭
管
理
を
行
っ
て
い
た
が
、
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
等
様
々
な
相
談
が
あ
り
、
市
長
後

見
人
申
し
立
て
等
行
政
と
相
談
し
な
が
ら

の
中
田　

均
氏
か
ら
市
民
後
見
人
の
活
動

内
容
と
特
徴
、
事
例
で
の
活
動
実
績
の
ご

講
義
も
あ
っ
た
。
法
律
の
専
門
家
の
後
見

人
は
一
人
だ
が
、
２
～
３
人
の
グ
ル
ー
プ

で
担
当
し
、
必
要
な
種
別
の
専
門
家
で
チ
ー

ム
を
組
み
、
活
動
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

対
象
領
域
は
低
所
得
者
は
社
会
福
祉
協
議

会
が
、
高
所
得
・
高
資
産
の
人
は
法
律
専

門
職
が
対
象
と
な
る
の
で
親
族
の
い
な
い

中
所
得
・
中
資
産
の
方
が
多
い
と
の
こ
と
。

　

成
年
後
見
人
と
し
て
の
活
動
の
み
な
ら

ず
、
ゆ
く
ゆ
く
は
後
見
人
契
約
が
必
要
に
な

る
可
能
性
を
持
ち
つ
つ
、
困
っ
て
い
る
方
の

ニ
ー
ズ
を
解
決
す
る
た
め
に
、
あ
ん
し
ん
見

守
り
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

サ
ー
ビ
ス
内
容
は
話
し
相
手
や
日
常
生
活

支
援
（
草
む
し
り
等
）
定
期
的
な
収
入
の
受

領
・
支
払
に
関
す
る
支
援
、証
書
保
管
、医
療
・

住
居
・
保
険
契
約
・
財
産
等
の
管
理
や
契
約

等
と
い
っ
た
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
難

し
い
部
分
を
法
律
に
沿
い
な
が
ら
行
っ
て

い
る
と
の
お
話
が
あ
っ
た
。

　

後
見
活
動
の
事
例
と
し
て
、
交
通
事
故
で

高
次
脳
機
能
障
害
の
あ
る
33
歳
の
方
の
父

親
か
ら
の
申
し
出
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
補
助

人
、
司
法
書
士
法
人
を
補
助
監
督
者
と
し
て

要
請
し
、
就
労
先
・
ケ
ア
マ
ネ
・
地
域
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
・
医
師
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
、
預
貯
金
・
権
利
書
・
印
鑑
の
管
理

や
定
期
的
費
用
の
支
払
い
、
介
護
・
福
祉
・

行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

最
後
の
質
疑
応
答
の
中
で
、「
任
意
後
見

人
が
ま
っ
た
く
動
い
て
く
れ
な
い
が
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
」
と
の
相
談
が
あ
っ
た
。
宮
内

氏
は
具
体
的
に
状
況
を
聞
き
、「
悪
徳
的
な

可
能
性
が
あ
る
。
制
度
や
仕
事
を
し
な
い
後

見
人
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
。
訪
問
同
行
も

す
る
の
で
日
時
等
相
談
し
て
」
と
の
話
に
参

加
者
は
驚
き
を
隠
せ
な
か
っ
た
。
社
会
の
弱

者
か
ら
不
当
に
報
酬
を
も
ら
い
、
仕
事
を
し

な
い
よ
う
な
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
、
弱
者
を

守
る
安
心
で
き
る
社
会
作
り
に
ケ
ア
マ
ネ
さ

ん
も
貢
献
し
て
ほ
し
い
と
の
宮
内
氏
の
熱
い

想
い
が
伝
わ
り
、
成
年
後
見
人
制
度
に
関
す

る
研
修
会
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
明
ら
か

に
異
質
で
新
鮮
で
あ
っ
た
。

祉
の
事
例
検
討
の
ツ
ー
ル

と
し
て
活
用
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
の
ひ
と
つ
が
、
両

氏
の
所
属
さ
れ
て
い
る
『
見

え
る
事
例
検
討
会
』
で
あ

る
。

　

こ
の
マ
ッ
プ
の
特
徴
は
、

①
中
心
か
ら
外
に
向
か
っ

て
、
カ
ラ
フ
ル
な
色
を
使
っ

て
、
何
本
か
の
枝
を
放
射
線

状
に
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
、

②
そ
の
枝
は
に
ょ
ろ
に
ょ

ろ
の
曲
線
で
あ
る
こ
と
、
③

枝
の
上
に
、
文
章
で
は
な
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岩
槻
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

　

テ
ー
マ　
「
区
内
通
所
事
業
所
と
の
交
流
会
」

開
催
日
時　

平
成
24
年
９
月
７
日
（
金
）　

18
時
30
分
～
20
時
30
分

開
催
場
所　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
い
わ
つ
き　

会
議
室
２

　

今
回
の
岩
槻
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ

ン
会
で
は
、
事
業
所
と
の
連
携
を

テ
ー
マ
に
区
内
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
、
デ
イ
ケ
ア
事
業
所
と
の
交
流

会
を
行
っ
た
。

　

遅
い
時
間
か
ら
の
開
催
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
会
員
15
名
、
15
事
業

所（
15
名
）計
30
名
の
参
加
で
あ
っ

た
。

　

事
前
に
事
業
所
さ
ん
に
は
、
定 て

、
情
報
を
視
野
に
収
め

や
す
く
、
内
容
が
頭
に
ス
ッ

と
入
っ
て
い
く
。
す
る
と
、

脳
が
自
然
に
関
係
性
の
思

考
を
し
て
い
き
、
そ
れ
が

課
題
解
決
・
援
助
技
術
の

向
上
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
に
繋
が
っ
て
い
く
。

　

研
修
で
は
、
以
上
の
こ

と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

参
考
事
例
の
マ
イ
ン
ド

マ
ッ
プ
を
作
っ
て
い
っ
た
。

　

演
習
用
紙
に
は
、
予

員
人
数
、
昼
食
代
金
、
医
療
行
為
、

感
染
症
対
応
の
有
無
等
を
記
入
し

て
い
た
だ
き
、
集
計
し
た
も
の
を

資
料
と
し
参
加
者
に
配
布
し
た
。

　

サ
ロ
ン
会
の
内
容
を
前
半
と
後

半
に
分
け
て
進
行
。
前
半
は
事
業

所
の
PR
と
し
て
３
分
間
の
持
ち
時

間
で
、
施
設
の
特
色
を
話
し
て
い

た
だ
い
た
。
後
半
は
ケ
ア
マ
ネ
、

事
業
所
と
の
連
携
で
、
お
互
い
に

困
っ
た
こ
と
や
聞
き
た
い
こ
と
を

匿
名
で
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内

容
を
読
み
上
げ
、
情
報
を
共
有
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

ケ
ア
マ
ネ
か
ら
は
、「
実
績
が

届
く
の
が
遅
い
と
困
る
」「
急
な

施
設
見
学
に
も
対
応
し
て
ほ
し

い
」「
何
か
あ
っ
た
時
の
情
報
が

早
く
ほ
し
い
」

　

事
業
所
か
ら
は
、「
医
療
的
な

情
報
を
提
供
し
て
ほ
し
い
」「
利

用
者
家
庭
環
境
の
情
報
が
ほ
し

い
」「
担
当
者
会
議
で
ケ
ア
マ
ネ

が
進
行
し
て
く
れ
な
い
」「
急
に

見
学
に
来
ら
れ
忙
し
い
時
間
で

困
っ
た
」
等
の
意
見
が
あ
り
、
活

め
「
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
」「
生

活
」「
経
済
」「
地
域
」「
環

境
」「
介
護
」「
Ａ
Ｄ
Ｌ
」「
医

学
的
判
断
」
の
８
つ
の
枝

が
、
中
心
か
ら
伸
び
て
お

り
、
そ
の
先
か
ら
は
、
個
々

人
で
具
体
的
内
容
を
枝
分

か
れ
さ
せ
な
が
ら
足
し
て

い
っ
た
。
次
に
、
そ
こ
か

ら
「
課
題
と
思
わ
れ
る
キ
ー

ワ
ー
ド
」「
本
人
の
思
い
や

感
情
を
表
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
」「
本

人
の
強
み
や
支
援
者
」
に

当
て
は
ま
る
単
語
を
囲
み
、

そ
こ
か
ら
分
か
っ
た
課
題

や
強
み
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の

枝
ご
と
に
文
章
で
ま
と
め
、

最
後
に
、
中
心
の
空
欄
に

対
象
者
の
よ
く
言
う
言
葉

を
書
き
出
す
と
「
見
え
る

事
例
マ
ッ
プ
」
の
完
成
と

な
っ
た
。

　

事
例
検
討
会
で
、
こ
の

方
法
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、

①
抜
け
て
い
る
情
報
が
分

か
る
。
②
多
職
種
で
話
し

合
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視

点
か
ら
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

意
見
が
、
多
数
で
て
く
る
。

③
目
先
の
問
題
に
と
ら
わ

れ
ず
、
全
体
か
ら
問
題
を

捉
え
ら
れ
る
、
と
い
っ
た

利
点
が
う
ま
れ
る
と
の
こ

と
だ
っ
た
。

　

今
回
、
実
際
に
マ
イ
ン

ド
マ
ッ
プ
を
作
っ
て
み
る

と
、
事
例
シ
ー
ト
を
使
っ

て
検
討
す
る
と
き
よ
り
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
を
詳
し

い
内
容
ま
で
把
握
で
き
、

事
例
の
全
体
像
を
イ
メ
ー

ジ
し
や
す
い
と
感
じ
た
。

ま
た
、
各
領
域
に
共
通
し

て
出
て
く
る
キ
ー
ワ
ー
ド

が
浮
か
び
上
が
り
、
自
然

と
課
題
解
決
に
繋
が
っ
て

い
る
と
感
じ
た
。

　

自
分
の
利
用
者
さ
ん
に

つ
い
て
も
、
実
施
し
て
み

た
い
と
思
う
。

発
な
意
見
交
換
、
情
報
交
換
が
行

え
た
。

　

参
加
事
業
所
か
ら
も
「
他
の
事

業
所
の
特
色
が
聞
け
て
参
考
に

な
っ
た
」「
悩
み
が
共
有
で
き
て

良
か
っ
た
」「
良
い
刺
激
に
な
っ

た
」
と
の
意
見
が
あ
り
、ア
ン
ケ
ー

ト
で
も
定
期
的
に
開
催
し
て
ほ
し

い
と
の
意
見
が
多
数
あ
っ
た
。

　

サ
ロ
ン
終
了
後
も
名
刺
交
換
や

担
当
し
て
い
る
利
用
者
に
つ
い
て

の
相
談
や
情
報
交
換
な
ど
、
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
ミ
ニ
担
当
者
会
議
が

開
催
さ
れ
て
い
た
。

　

様
々
な
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
デ
イ

ケ
ア
が
増
え
る
中
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
施
設
選
択
が
と

て
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識

で
き
、
と
て
も
有
意
義
な
交
流
会

で
あ
っ
た
。
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施
設
介
護
支
援
専
門
員
研
修
の
報
告

　
「
平
成
24
年
度　

第
２
回
研
修
会
」

開
催
日
時　

平
成
24
年
９
月
29
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

開
催
場
所　

ナ
ー
シ
ン
グ
ヴ
ィ
ラ
与
野
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
中
央
区
）

テ
ー
マ　
「
身
体
拘
束
に
関
す
る
勉
強
会
」

第
１
部　

徘
徊
セ
ン
サ
ー
の
紹
介

　
　
　
　
（
株
）
テ
ク
ノ
ス
ジ
ャ
パ
ン　

営
業
部
東
日
本
営
業
グ
ル
ー
プ
主
任　

中
瀬
古　

健
二　

氏

第
２
部　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

設
で
の
対
応
方
法
を
聞
け
て
勉
強
に

な
っ
た
」「
意
見
交
換
・
情
報
交
換
が

で
き
て
勉
強
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
多
数
を
占
め
、
充
実
し
た
情
報

交
換
・
交
流
の
場
と
な
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

　

今
後
も
施
設
ケ
ア
マ
ネ
研
修
会
で

は
、
サ
ロ
ン
的
な
要
素
を
交
え
た
内

容
で
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

本
年
度
２
回
目
の
北
区
・
見

沼
区
の
合
同
サ
ロ
ン
は
「
加
算

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
よ
う
」

を
テ
ー
マ
に
参
加
者
31
名
に
て

行
わ
れ
た
。

　

今
年
度
の
介
護
保
険
法
改
正

に
伴
い
、
新
し
い
加
算
も
新
設

さ
れ
て
い
る
が
、
加
算
を
挙
げ

る
に
あ
た
り
ど
の
よ
う
な
支
援

を
行
い
書
類
を
残
す
の
か
等
、

事
業
所
に
よ
っ
て
も
バ
ラ
つ
き

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
話
か
ら
テ
ー
マ
が
決
ま
っ
た
。

入
院
時
情
報
連
携
加
算
に
つ
い
て
は
、
厚
労
省
か
ら
の
情
報

提
供
書
の
様
式
が
発
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
標
準
の
様
式
は
ど

の
よ
う
に
用
意
し
た
ら
よ
い
か
な
ど
の
検
討
を
幹
事
で
話
し

合
い
、宮
本
会
長
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、準
備
を
行
っ
た
。

　

新
設
の
入
院
時
情
報
連
携
加
算
を
算
定
し
て
い
る
事
業
所

は
半
分
未
満
で
あ
っ
た
。「
入
院
時
に
病
院
に
は
行
っ
て
い

る
が
、
ど
ん
な
書
類
を
残
せ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で

加
算
は
挙
げ
て
い
な
い
」
と
い
う
声
が
あ
っ
た
。
加
算
を
挙

げ
る
た
め
の
具
体
的
な
条
件
を
算
定
し
て
い
る
会
員
か
ら
そ

の
例
を
提
起
し
て
も
ら
い
、
具
体
的
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
入
院
先
の
病
院
に
よ
っ
て
、

指
定
の
様
式
が
あ
っ
た
ケ
ー
ス
や
退
院
・
退
所
加
算
の
情
報

第
２
回　
北
区
・
見
沼
区
合
同
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

テ
ー
マ　
「
加
算
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
よ
う
」

開
催
日
時　
平
成
24
年
11
月
12
日（
月
）14
時
00
分
～
15
時
30
分

開
催
場
所　
さ
い
た
ま
市
七
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

提
供
書
を
、
手
直
し
し
て
利
用
し
て
い
る
事
業
書
の
話
な
ど

が
あ
っ
た
。

　

他
に
も
退
院
・
退
所
加
算
が
、
法
改
正
に
よ
り
３
回
ま
で

算
定
可
能
に
な
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
２
回

目
や
３
回
目
を
取
れ
ば
よ
い
の
か
、
認
知
症
加
算
は
認
知
症

高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
Ⅲ
以
上
だ
が
、
主
治
医
の
意
見

書
と
病
院
の
サ
マ
リ
ー
に
違
い
が
あ
る
場
合
は
、
ど
う
解
釈

し
た
ら
よ
い
の
か
等
の
質
疑
応
答
や
、
ち
ょ
う
ど
研
修
直
前

　

特
養
・
老
健
を
始
め
、
前
回
に
続

き
有
料
ホ
ー
ム
よ
り
17
名
と
多
く
の

参
加
が
あ
り
総
数
28
名
で
の
勉
強
会

と
な
っ
た
。

　

第
１
部
の
徘
徊
セ
ン
サ
ー
の
紹
介

で
は
、
基
本
的
機
能
の
他
、
施
設
で

は
７
割
が
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
連
動
型
で

あ
る
こ
と
、
使
用
上
最
も
ト
ラ
ブ
ル

の
多
い
誤
報
を
防
止
す
る
に
は
ポ
ジ

シ
ョ
ニ
ン
グ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、

に
行
政
実
地
指
導
を
受
け
た
事
業
所
か
ら
、
注
意
し
た
ほ
う

が
よ
い
ポ
イ
ン
ト
等
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
加
算
算

定
状
況
確
認
シ
ー
ト
を
作
成
・
活
用
し
、
県
の
監
査
時
に
感

心
さ
れ
た
と
い
う
話
も
あ
っ
た
。
支
援
を
行
っ
て
い
て
も
、

自
信
が
持
て
ず
加
算
を
算
定
で
き
な
い
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
、
き
ち
ん
と
記
録
を
残
し
、
必
要

条
件
を
ク
リ
ア
し
加
算
を
算
定
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。

体
重
の
検
出
に
は
機
種
に
よ
り
設
定

グ
ラ
ム
数
に
違
い
が
あ
る
こ
と
な
ど
、

我
々
に
は
日
頃
気
づ
か
な
い
詳
細
な

事
項
ま
で
説
明
を
し
て
頂
い
た
。

　

第
２
部
で
は
、
９
名
程
度
の
３
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見
交
換
を

実
施
。
各
施
設
で
の
身
体
拘
束
に
関

す
る
取
組
み
を
中
心
に
情
報
交
換
を

行
っ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、「
他
の
施
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平
成
24
年
度　
第
２
回
大
宮
医
師
会
「
在
宅
医
療
研
修
会
」

（
第
１
回
介
護
保
険
制
度
勉
強
会
）

開
催
日
時　

平
成
24
年
11
月
27
日
（
火
）　

19
時
30
分
～
20
時
50
分

開
催
場
所　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ー
６
０
１
号
室

　

大
宮
医
師
会
で
は
、「
在
宅
医
療
研
修
会
」

を
年
２
～
３
回
開
催
し
て
お
り
、
医
師
会
の

先
生
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
、
病
院
関
係
者
な
ど
幅
広
く
連
携

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

今
回
は
、
大
宮
医
師
会
理
事
の
三
谷
雅
人

氏
よ
り
、
在
宅
医
療
や
外
来
で
介
護
保
険
を

利
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
の
連
携
に
お
い
て
介
護
保
険
の
細

か
い
制
度
ま
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
。

そ
の
た
め
医
療
関
係
者
も
介
護
保
険
を
勉
強

し
た
方
が
よ
い
と
の
こ
と
で
、「
在
宅
医
療

研
修
会
」
で
、
介
護
保
険
制
度
の
勉
強
会
を

開
催
す
る
に
至
っ
た
。

　

第
１
回
介
護
保
険
制
度
勉
強
会
で
は
、
講

師
に
当
協
会
の
松
橋
信
和
研
修
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
推
進
委
員
長
よ
り
、「
介
護
保
険
制
度
に

つ
い
て
パ
ー
ト
Ⅰ　

～
要
支
援
者
へ
の
在
宅

サ
ー
ビ
ス
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役

割
～
」
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
。

　

主
な
内
容
と
し
て
①
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

原
則
と
は
何
か
」
②
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
」
③
「
地
域
支
援
事

業
に
つ
い
て
」
④
「
要
支
援
者
の
在
宅
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
」
の
４
つ
の
項
目
に
つ
い
て

説
明
し
た
。
ま
た
、「
今
回
の
介
護
保
険
制

度
改
正
は
、
医
療
と
の
連
携
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
利
用

者
様
の
在
宅
生
活
を
支
援
す
る
上
で
、
先
生

方
や
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
々
と
、

今
ま
で
以
上
に
連
携
が
と
れ
る
よ
う
に
、
こ

の
機
会
を
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

平
成
24
年
度　
さ
い
た
ま
市
「
介
護
の
日
」
フ
ェ
ス
タ

　

～
安
心
は
地
域
の
絆
か
ら
～

開
催
日
時　

平
成
24
年
11
月
９
日
（
金
）　

13
時
20
分
～
16
時
30
分

開
催
場
所　

コ
ル
ソ
ホ
ー
ル
（
浦
和
駅
西
口　

コ
ル
ソ
７
階
）

　

11
月
11
日
は「
介
護
の
日
」

介
護
に
つ
い
て
の
理
解
と

認
識
を
深
め
、介
護
従
事
者
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
及

び
介
護
を
行
っ
て
い
る
家

族
等
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
国
民
へ
の
啓
発
活

動
を
重
点
的
に
実
施
す
る

た
め
の
日
と
し
て
厚
生
労

働
省
が
定
め
た
日
で
あ
る
。

「
い
い
日
、
い
い
日
」
と
覚

え
や
す
く
、
親
し
み
や
す
い

語
呂
合
わ
せ
に
な
っ
て
い

る
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
今

年
も
さ
い
た
ま
市
の
主
催

で「
安
心
は
地
域
の
絆
か
ら
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
【
さ
い
た

ま
市
『
介
護
の
日
』
フ
ェ
ス

タ
】
が
開
催
さ
れ
た
。
本
年

度
に
つ
い
て
は
、
会
場
の
都

合
も
あ
り
、
11
月
９
日
の
開

催
と
な
っ
た
。

　

フ
ェ
ス
タ
に
は
、
当
協
会

を
は
じ
め
、
さ
い
た
ま
市
社

会
福
祉
協
議
会
、
さ
い
た
ま

市
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
連
絡
協
議
会
、
さ
い

た
ま
市
老
人
福
祉
施
設
協

議
会
、
さ
い
た
ま
市
介
護
老

人
保
健
施
設
連
絡
会
、
浦
和

区
内
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
共
催
と
し
て
参
加

し
た
。

　

フ
ェ
ス
タ
は
主
催
者
を

代
表
し
て
、
さ
い
た
ま
市
保

険
福
祉
局
長　

大
塔
幸
重

氏
の
ご
挨
拶
か
ら
始
ま
っ

た
。

　

さ
い
た
ま
市　

清
水
勇

人
市
長
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
預
か
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
代
読
さ
れ
た
。

　

現
在
、
さ
い
た
ま
市
の

人
口
は
１
２
４
万
人
を
超

え
、
高
齢
者
人
口
は
約
25
万

人
、
高
齢
化
率
20
％
の
状

況
。
平
成
26
年
に
は
、
高
齢

化
率
が
21
％
を
超
え
る
と

予
測
し
て
お
り
、
超
高
齢
社

会
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
こ
の
超
高
齢
社
会
の
到

来
は
、
福
祉
や
介
護
の
分
野

で
は
、
独
居
高
齢
者
や
高
齢

者
世
帯
の
増
加
、
認
知
症
患

者
を
含
め
、
介
護
を
必
要
と

さ
れ
る
高
齢
者
の
増
加
、
さ

ら
に
介
護
の
長
期
化
や
介

護
負
担
の
増
大
、
ま
た
老
々

介
護
や
高
齢
者
虐
待
な
ど
、

現
在
抱
え
て
い
る
様
々
な

課
題
が
、
よ
り
一
層
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
も
の
と

見
込
ん
で
い
る
。

　

さ
い
た
ま
市
で
は
、
昨
年

度
に
「
さ
い
た
ま
市
誰
も
が

安
心
し
て
長
生
き
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定

し
、
高
齢
期
を
迎
え
る
市
民

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
健

や
か
に
安
心
・
安
全
に
、
ま

た
生
き
甲
斐
を
も
ち
暮
ら
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し
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
社

会
作
り
を
、
市
民
・
事
業
者
・
行

政
が
一
体
と
な
り
住
め
る
環
境
整

備
に
努
め
て
い
る
。

　

条
例
施
行
初
年
度
と
な
る
本
年

度
は
、
10
月
か
ら
介
護
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
の
対
象
年
齢
を
65

歳
か
ら
60
歳
に
引
き
下
げ
、
施
設

等
で
お
手
伝
い
な
ど
に
限
定
し
て

い
た
活
動
も
、
対
象
範
囲
を
在
宅

に
お
け
る
支
援
ま
で
拡
大
し
、
元

気
な
高
齢
者
が
介
護
の
場
面
で
活

躍
い
た
だ
け
る
環
境
整
備
充
実
を

図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
介
護
現
場
で

の
活
動
に
加
え
て
、
介
護
予
防
活

動
に
通
じ
る
サ
ー
ク
ル
活
動
等
に

参
加
し
た
場
合
に
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
す
る
「
さ
い
た
ま
市
長
寿
応
援

制
度
」
も
新
た
に
開
始
し
た
。

　
「
本
日
の
介
護
の
日
フ
ェ
ス
タ

の
開
催
は
、
は
か
ら
ず
も
病
気
や

事
故
な
ど
に
よ
り
、
日
常
生
活
を

送
る
上
で
介
護
が
必
要
と
な
ら
れ

た
高
齢
者
の
方
や
、
日
々
献
身
的

に
お
世
話
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
の

皆
様
方
を
、
地
域
の
中
で
支
え
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
多
く
の
市

民
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
絆
を
深

め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。」
と
述
べ
ら
れ
た
。

介
護
の
日
フ
ェ
ス
タ
講
演
会

「
足
腰
き
た
え
て
介
護
予
防　

～

い
つ
ま
で
も
歩
け
る
力
と
膝
の
痛

み
の
お
話
～
」

　

介
護
の
日
フ
ェ
ス
タ
講
演
会
で

は
、
高
齢
者
運
動
器
疾
患
研
究
所

代
表
理
事
、
伊
奈
病
院
整
形
外
科

部
長　

石
橋
英
明
氏
よ
り
「
足
腰

き
た
え
て
介
護
予
防　

～
い
つ
ま

で
も
歩
け
る
力
と
膝
の
痛
み
の
お

話
～
」
と
題
し
て
、
介
護
予
防
に

つ
い
て
の
講
話
、
簡
単
に
で
き
る

「
ロ
コ
モ
体
操
」
の
解
説
及
び
実

演
を
行
っ
た
。

　

日
本
は
世
界
の
長
寿
国
で
あ

り
、
平
成
24
年
総
務
省
発
表
資
料

で
は
、
65
歳
以
上
の
人
口
が
初
め

て
３
０
０
０
万
人
を
超
え
、
総
人

口
に
占
め
る
割
合
も
２
４
．
１
％

（
約
４
人
に
１
人
）、
75
歳
以
上
も

１
５
１
７
万
人
と
年
々
増
え
て
い

る
。
ま
た
要
支
援
・
要
介
護
認

定
者
数
も
増
加
し
て
お
り
、
平
成

２
２
年
に
５
０
０
万
人
を
超
え
、

平
成
３
７
年
に
は
、
７
０
０
万
人

を
超
え
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

寝
た
き
り
・
要
介
護
に
な
る
原

因
の
第
１
位
は
、
脳
卒
中
（
２
１
．

５
％
）、
２
位
＝
骨
折
・
関
節
疾

患
（
２
１
．
１
％
）　

３
位
＝
認
知

症
（
１
５
．
３
％
）。
要
介
護
の
原

因
疾
患
は
、
男
女
で
異
な
る
た
め
、

男
性
の
場
合
、「
脳
卒
中
」
が
多
く
、

女
性
は
、「
転
倒
・
骨
折
・
関
節
疾

患
」
が
多
い
。
石
橋
氏
は
「
脳
卒

中
」
は
、基
本
的
に
は
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
の
予
防
、「
骨
折
・
関
節
疾
患
」

は
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
運
動
器
症
候
群
）
の
予
防
が

大
切
。
そ
の
た
め
に
は
運
動
を
勧

め
て
お
り
、
ロ
コ
モ
予
防
は
も
ち

ろ
ん
、
メ
タ
ボ
予
防
、
認
知
症
予

防
に
も
有
効
な
た
め
、
で
き
れ
ば

生
活
の
中
に
運
動
習
慣
を
取
り
入

れ
、
特
に
男
性
は
メ
タ
ボ
に
気
を

つ
け
て
、
女
性
は
ロ
コ
モ
に
気
を

つ
け
て
ほ
し
い
と
強
調
し
た
。

　

健
康
な
長
生
き
に
は
、
運
動
器

の
健
康
が
重
要
な
た
め
、
参
加
者

全
員
で
ロ
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
（
ロ
コ
ト
レ
）
の
実
演
を

行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
１
分
間

の
片
足
立
ち
や
ス
ク
ワ
ッ
ト
で
は
、

大
き
な
古
時
計
の
曲
に
石
橋
氏
作

詞
の
替
え
歌
に
合
わ
せ
て
行
っ
た
。

ま
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
水
中
歩
行
、

自
転
車
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ラ
ジ
オ

体
操
、
卓
球
な
ど
の
運
動
も
効
果

が
あ
る
と
い
う
。

　
「
足
腰
を
強
く
保
つ
秘
訣
＝
ロ

コ
モ
の
解
決
策
」
は
、
筋
力
を
増

強
す
る
こ
と
で
バ
ラ
ン
ス
の
改

善
、
ひ
ざ
痛
の
予
防
・
改
善
、
骨

粗
鬆
症
の
予
防
、
腰
痛
の
予
防
・

改
善
に
つ
な
が
る
。
身
体
機
能
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
ロ
コ
ト

レ
の
必
要
性
を
体
感
で
き
る
よ
い

機
会
と
な
っ
た
。

【
７
つ
の
ロ
コ
チ
ェ
ッ
ク
】（
石
橋

氏
講
演
資
料
よ
り
）

　

□　

２
㎏
程
度
の
買
い
物
を
し

て
持
ち
帰
る
の
が
困
難

　

□　

家
の
や
や
重
い
仕
事
が
困

難
で
あ
る
（
掃
除
機
の
使

用
、
布
団
の
上
げ
下
ろ
し

な
ど
）

　

□　

家
の
中
で
つ
ま
ず
い
た
り

滑
っ
た
り
す
る　

　

□　

片
脚
立
ち
で
靴
下
が
は
け

な
い

　

□　

階
段
を
上
が
る
の
に
手
す

り
が
必
要
で
あ
る
。

　

□　

横
断
歩
道
を
青
信
号
で
渡

り
き
れ
な
い

　

□　

15
分
く
ら
い
続
け
て
歩
け

な
い

　

※　

１
つ
で
も
当
て
は
ま
れ
ば

ロ
コ
モ
の
心
配
が
あ
る
た
め
、
ロ

コ
ト
レ
を
行
う
こ
と
を
勧
め
て
い

る
。
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い
の
に
介
護
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
人
、
老
々

介
護
、
認
々
介
護
等
、
障
害
者
が
家
族
に

い
て
自
立
支
援
法
の
利
用
の
手
続
き
な
ど
、

多
種
多
様
な
問
題
が
増
え
て
い
ま
す
。
介

護
保
険
法
の
み
の
知
識
で
は
、
解
決
で
き

な
い
事
案
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
ご

利
用
者
を
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
一
人
で
解
決

は
で
き
な
い
し
、
業
務
と
し
て
関
わ
る
に

は
負
担
が
大
き
く
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
介
護
保
険
課
に
相
談
し
て
も
す
ぐ
に
解

決
は
で
き
ま
せ
ん
。
後
見
人
が
つ
い
て
い

る
と
一
緒
に
訪
問
し
て
、
財
産
や
契
約
な

ど
実
際
の
業
務
を
分
担
す
る
こ
と
で
、
違
っ

た
視
点
で
解
決
策
を
検
討
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

当
事
業
所
で
も
、
一
人
暮
ら
し
の
認
知

症
で
、
近
所
の
方
か
ら
ゴ
ミ
屋
敷
と
ク
レ
ー

ム
が
付
き
、
民
生
委
員
が
苦
労
し
て
い
た

ケ
ー
ス
を
受
け
持
っ
て
混
乱
し
た
時
期
が

あ
り
ま
し
た
。
後
見
人
が
つ
い
た
こ
と
で

ヘ
ル
パ
ー
の
買
い
物
や
通
院
の
支
払
い
の

管
理
、
施
設
入
所
の
申
し
込
み
が
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
、
大
き
な
健
康
障
害
も
な
く
無

事
特
養
に
入
所
で
き
ま
し
た
。
民
生
委
員

さ
ん
も
、「
あ
ん
な
よ
い
と
こ
ろ
に
行
け
る

な
ん
て
支
払
い
は
大
丈
夫
な
の
か
」
と
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
後
見
人
が
つ
い
て

い
る
の
で
き
ち
ん
と
財
産
管
理
し
て
い
る

か
ら
安
心
で
す
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
業
務
に
は
、
財
産

　

平
成
24
年
12
月
２
日
に
東
京
大
学
安
田

講
堂
で
行
わ
れ
た
「
第
２
回
市
民
後
見
全

国
大
会
」
で
、
さ
い
た
ま
市
介
護
支
援
専

門
員
協
会
が
、
後
見
人
サ
ポ
ー
ト
機
構
の

法
人
連
携
会
員
に
な
っ
た
た
め
、
演
者
と

し
て
代
表
で
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

埼
玉
県
は
今
後
、
全
国
一
の
高
齢
化
率

と
な
り
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
が
予
測
さ

れ
、
ま
た
後
見
人
制
度
を
利
用
し
な
い
と

生
活
で
き
な
い
市
民
の
増
加
も
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

２
０
０
０
年
の
介
護
保
険
制
度
と
同
時

に
で
き
た
後
見
人
制
度
で
す
が
、「
弁
護

士
や
司
法
書
士
の
先
生
が
行
う
財
産
管
理
、

不
動
産
管
理
の
こ
と
は
、
そ
の
方
に
ま
か

せ
て
お
け
ば
よ
い
」
と
甘
い
考
え
で
い
ま

し
た
が
、
財
産
が
多
額
に
な
い
人
で
も
利

用
し
な
い
と
手
続
き
や
申
請
が
で
き
な
い

た
め
不
利
益
に
な
り
、
ま
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
契
約
、
施
設
入
所
申
し

込
み
も
で
き
な
い
た
め
困
難
ケ
ー
ス
と
な

り
、
市
長
後
見
ま
で
放
置
の
状
態
な
ど
、

「
も
っ
と
早
く
制
度
を
利
用
し
て
い
れ
ば
よ

か
っ
た
の
に
」
と
、本
人
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

も
大
変
苦
労
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、
昨
年
か
ら
東
京
大
学
の
市
民
後

見
人
講
座
の
４
期
生
と
し
て
１
年
通
っ
て

研
修
を
受
講
し
、
専
門
家
で
は
な
く
て
も

後
見
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
後
見
人
の

大
切
な
業
務
は
、
財
産
管
理
だ
け
で
は
な

く
身
上
監
護
や
契
約
の
代
理
権
、
取
消
権
、

同
意
権
な
ど
、
生
活
を
し
て
行
く
上
で
大

切
な
業
務
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

元
気
な
と
き
は
何
気
な
く
行
っ
て
い
た

こ
と
が
、
体
は
動
い
て
も
判
断
能
力
が
低

下
す
る
認
知
症
に
な
っ
た
と
き
、
手
続
き

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
で
不
利
益
に
な
り
、

健
康
を
害
す
る
状
況
に
な
る
人
を
私
た
ち

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
た
く
さ
ん
見
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
連
携
す
る
べ
き
は
、
医

療
と
福
祉
、
そ
し
て
第
三
の
職
種
、
後
見

人
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
24
年
に
認
知
症
高
齢
者
数
は

３
０
０
万
人
の
壁
を
越
え
て
、
専
門
職
の

後
見
人
だ
け
で
は
不
足
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
私
の
受
け
持
ち
の
人
で
、
一
人

暮
ら
し
の
認
知
症
以
外
で
も
、
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
が
認
知
症
に
な
り
、
ケ
ア
が
で
き
な

管
理
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
日
常
生

活
を
す
る
上
で
支
払
い
が
必
ず
あ
り
ま
す
。

本
当
は
や
り
た
く
な
い
け
れ
ど
、
仕
方
な

く
行
っ
て
い
る
と
い
う
方
は
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
（
実
際
埼
玉
県
の
更
新

研
修
で
事
案
が
あ
り
ま
し
た
）
さ
い
た
ま

市
に
も
後
見
人
を
行
う
市
民
後
見
人
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
が
あ
り
、
ま
た
相
談
で
き
る
一
般
社

団
法
人　

後
見
人
サ
ポ
ー
ト
機
構
が
で
き

ま
し
た
。

　

一
人
で
悩
ん
で
、
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

第
２
回
市
民
後
見
全
国
大
会

開
催
日
時　

平
成
24
年
12
月
２
日
（
日
）

開
催
場
所　

東
京
大
学
安
田
講
堂

「
後
見
人
制
度
に
つ
い
て
」　　
　
　
　

保
坂　

由
枝
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
つ
む
ぎ
）
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事 務 局 よ り

h t t p : / / www . s a i t am a s h i - k e am a n e . j p　

　例年にない厳しい寒波の襲来により、北海道や日本海側では大雪になっているところもあります。さ
いたま市でも最低気温は連日氷点下！水道管が凍るほどの寒さになることもあります。ふとんから出る
のがつらいときはありませんか。
　年が改まり決意も新たに、今年も「読んでいただける広報誌」を目指していきたいと思いますので、ど
うぞよろしくお願いいたします。

あとがき

ちょっと   coffee  break

　子供の頃、家族と公園に出かけた際に、野犬
に飛びつかれて、ひどく怖い目にあったことが
ありました。そのせいか、ずっと、犬がこわく
て苦手でした。
　ところが、この仕事を始めて、犬や猫を飼って
いる利用者さんのお宅におじゃまするのが、妙
に楽しみにしている自分に気がついたのです。
　利用者さんや、家族へのあいさつもそこそこ
に、まずは、メリーちゃんやらタクくんやら、姫
ちゃん達に1か月ぶりのなでなでをして．．．こち
らの溺愛ぶりを知っている彼らも、精いっぱい
のおあいそをしてくれるものだから、ますます
私も撫でまわし・・・で、「お元気でおすごしで
したか、この1か月間？」と本題に入る次第。
　犬や猫や金魚やめだかですら、なんだか、か
わいくて話が弾みます。
　おや、私は犬がキライではなかったのかしら？
　さてはて、ついに、何十年かぶりに、自分が

動物好きに悪い人間はいない

会員Ｎ

動物好きであったことを発見したわけでした。
　思い返すと、私の２歳のファーストキスは、保
育園の庭にいた雑種の犬で帰りの遅い母を待つ
私の大切な友達だったような。
　父の昔話では，家には、豚や牛や馬がいて、ヤ
ギの世話は父の仕事だったそうです。
　そして、息子は動物好きが高じて、動物関係
の学校に通っているし、なんだか、私の体の中
には動物好きのDNAが潜んでいるらしい。
　動物達を擬人化して語るかどうかで、動物好
きがどうかが分かります。「この子はね．．．」など
と、ワンちゃんのことを指していう方は間違い
なく、犬好きでしょうね。
　そして、散歩の際の私の呼び名はミュウ君マ
マで、「ママにそっくりねえー」と、うちの３男
は言われております。３男とは、16キロもある
立派な洋犬の雑種11歳ですが。

ちょっと   coffee  break


